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た
こ
と
、
ま
た
屋
外
の
延
焼

防
止
の
耐
火
壁
を
造
っ
た
の

も
追
加
で
あ
る
。
こ
の
設
計

業
者
は
、
全
く
専
門
性
が
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

　
　
　ガ
ス
漏
れ
警
報
器
や

感
震
セ
ン
サ
ー
は
、
ガ
ス
納

入
業
者
が
設
置
す
る
か
、
施

設
の
設
置
者
が
設
置
す
る
か

は
、
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
、

ガ
ス
納
入
業
者
が
設
計
時
点

で
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
話
合
い
が
で
き
な
か
っ

た
。
ガ
ス
工
事
を
始
め
る
中

で
、
納
入
業
者
が
決
ま
り
、

設
置
は
市
の
ほ
う
で
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
延
焼
防
止

の
耐
火
壁
に
つ
い
て
は
、
液

化
石
油
ガ
ス
の
タ
ン
ク
は
あ

る
が
、
当
初
設
計
で
は
、
耐

火
壁
は
要
ら
な
か
っ
た
が
、

他
の
部
分
の
配
管
の
都
合
で

タ
ン
ク
を
移
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
り
追
加

に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　こ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
議
長
を

除
く
ほ
か
の
全
議
員
で
特
別

委
員
会
ま
で
作
っ
て
い
る
。

設
計
変
更
は
、
早
い
の
は
去

年
の
４
月
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
等

の
運
用
に
係
る
特
例
措
置
に

つ
い
て
」
の
通
知
に
基
づ
き
、

請
負
業
者
か
ら
特
例
措
置
の

請
求
が
な
さ
れ
、
労
務
単
価
、

資
材
単
価
の
見
直
し
を
行
っ

た
こ
と
や
、
排
水
処
理
槽
設

置
工
事
で
、
掘
削
時
期
が
梅

雨
時
期
と
重
な
り
、
雨
水
な

ど
に
よ
る
切
土
面
の
崩
落
対

策
で
、
矢
板
に
よ
る
土
留
め

工
事
を
追
加
し
た
こ
と
や
、

床
掘
の
勾
配
を
緩
や
か
に
し

た
こ
と
に
よ
り
掘
削
及
び
埋

戻
し
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
増
加
な
ど
。

　
　
　矢
板
工
事
等
は
、
い

つ
頃
の
工
事
か
。

　
　
　検
討
を
始
め
た
の
が

令
和
２
年
の
４
月
で
、
実
際

の
施
工
は
５
月
、
６
月
頃
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　６
月
、
９
月
、
12
月

の
議
会
も
あ
っ
た
の
に
、
そ

う
い
う
説
明
も
受
け
ず
に
、

本
体
が
建
っ
て
し
ま
う
段
階

で
反
対
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
で
提
案
さ
れ
る
の
は
不
本

意
だ
。
ま
た
ガ
ス
漏
れ
セ
ン

サ
ー
を
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
関
係

の
業
者
と
協
議
し
た
中
で
、

市
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ

【
議
案
第
４
号
】
南
島
原
市

適
応
指
導
教
室
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　こ
の
条
例
一
番
の
目

的
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

等
を
学
校
へ
復
帰
さ
せ
る
こ

と
、
今
ま
で
に
復
帰
し
た
の

は
何
名
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
不

登
校
等
が
何
名
い
た
の
か
。

　
　
　復
帰
は
難
し
い
状
況

で
、
一
旦
復
帰
と
思
え
た
児

童
・
生
徒
も
、
再
び
通
室
す

る
状
況
が
あ
り
、
記
憶
で
は

２
〜
３
名
と
思
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
は
２

月
末
現
在
で
小
学
校
２
名
、

中
学
校
25
名
と
な
っ
て
い

る
。

【
議
案
第
16
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
建
築
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額
６
億

５
，
４
５
０
万
円 

を
６
億

５
，
７
２
８
万
９
，
６
０
０

円
に
変
更
を
行
い
２
７
８
万

９
，６
０
０
円
を
増
額
す
る
。

変
更
内
容
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

隙
間
か
ら
虫
が
侵
入
し
な
い

よ
う
防
虫
ブ
ラ
シ
を
追
加
、

外
部
の
塗
装
工
事
で
、
周
囲

の
景
観
に
配
慮
す
る
た
め
濃

い
目
の
グ
レ
ー
色
の
塗
装
を

追
加
な
ど
。

　
　
　こ
の
計
画
は
様
々
な

指
摘
や
、
不
審
点
な
ど
を
議

会
で
も
言
っ
て
き
た
、
設
計

業
者
は
、
平
成
29
年
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
５
業
者
の
中
か

ら
、
内
容
が
一
番
い
い
と
い

う
こ
と
で
選
ば
れ
、
今
回
の

給
食
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
の

設
計
で
は
な
い
と
思
う
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は
衛
生
面
に
は

一
番
配
慮
し
て
い
る
だ
ろ
う

し
、
景
観
も
一
緒
で
あ
る
。

協
議
し
て
い
く
中
で
、
追
加

工
事
が
出
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
、「
市
が

ま
る
ま
る
追
加
で
負
担
し
ま

す
」
と
い
う
形
で
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
設
計
業
者
に
対

す
る
過
失
と
ま
で
は
言
わ
な

い
が
、交
渉
、話
は
し
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
元
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
機
能
で

も
、
虫
は
入
り
に
く
い
構
造

だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
よ
く
す
る

た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
過

失
が
あ
り
追
加
を
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
市
で
負
担
し
、
設

計
業
者
に
は
過
失
の
請
求
な

ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

〈
反
対
討
論
〉

　安
心
・
安
全
な
給
食
は
初

め
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
。

大
き
す
ぎ
る
と
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
体
反

対
し
て
い
る
の
で
、
反
対
。

〈
賛
成
討
論
〉

　変
更
は
、
好
ま
し
く
は
な

い
と
思
う
が
、
安
全
・
安
心

と
い
う
面
で
は
、
　虫
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
し

い
給
食
を
出
す
の
が
い
い
と

思
い
賛
成
。

　起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
（
賛
成
３
、反
対
２
）

原
案
の
と
お
り
可
決
。

【
議
案
第
18
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
機
械
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額 

５
億

６
，
４
７
４
万
円 

を
５
億
８
，

５
２
２
万
９
，
７
０
０
円 

に

変
更
し
、
２
，
０
４
８
万
９
，

７
０
０
円
を
増
額
。
増
額
は
、

答  

弁

答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑

り
、
月
２
回
、
役
所
と
業
者

と
設
計
者
で
話
合
い
を
し
て

い
る
、「
設
計
変
更
を
す
る
」

と
し
た
と
き
は
、
あ
る
程
度

金
額
も
出
て
い
る
。
特
別
委

員
会
に
は
報
告
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　報
告
は
、
こ
の
契
約

に
関
し
て
は
し
て
い
な
い
。

い
ろ
い
ろ
御
意
見
を
い
た
だ

い
た
中
で
、
丁
寧
な
説
明
を

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
と
反
省
し
て
い
る
。

〈
反
対
討
論
〉

　６
セ
ン
タ
ー
を
残
し
て
と

い
う
考
え
で
い
る
の
で
、
こ

ん
な
問
題
が
こ
の
先
も
起
き

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
反

対
。

賛
成
討
論
な
く

　起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

２
、
反
対
３
）、
起
立
少
数

で
否
決

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
14
件
を
原
案
可
決
、
１
件
を
否
決

旧口之津第一小学校跡地

建設中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
は
、

当
初
で
き
な
い
人
は
、
銀
行

の
窓
口
で
教
え
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
３
月
の
広
報
紙
に
、

「
銀
行
で
は
、
全
て
の
手
続

き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア

プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
は
、
御
自
身

で
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
載
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
変

更
し
た
の
か
。

　
　
　受
付
関
係
で
あ
る

が
、
銀
行
に
お
客
さ
ん
が
殺

到
し
て
、
そ
の
と
き
に
は
銀

行
も
本
部
か
ら
応
援
が
来
て

い
た
。
２
週
間
が
応
援
期
間

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
銀
行
も

本
部
か
ら
の
応
援
が
な
く

て
、
今
度
は
窓
口
で
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
ち
ょ
っ
と
銀

行
が
バ
タ
バ
タ
な
っ
た
時
期

が
あ
っ
て
、
市
役
所
も
一
緒

に
２
週
間
１
日
置
き
に
町
を

変
え
て
、窓
口
を
開
設
し
た
。

　そ
の
２
週
間
を
過
ぎ
て

も
、
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
現
在
、
支
所

で
対
応
で
き
る
部
分
と
、
支

所
で
対
応
で
き
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
か
ら
２
か
町
に
１

ま
た
、
体
験
だ
け
の
形
に
変

え
る
な
ど
考
え
て
い
く
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
を
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

い
う
名
称
は
、
既
に
商
標
登

録
は
済
ん
で
い
る
。
ロ
ゴ
に

つ
い
て
は
、
今
商
標
登
録
の

申
請
中
。

　年
度
内
に
登
録
で
き
な
い

場
合
は
繰
越
し（
約
11
万
円
）

を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
議
案
第
５
号
】
南
島
原
市

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　

　
　
　口
之
津
第
１
小
の
跡

地
の
宅
地
分
譲
を
や
め
た
理

由
と
そ
の
跡
地
活
用
計
画
、

ま
た
借
地
と
市
有
地
の
面
積

を
。　

　
　宅
地
分
譲
の
売
れ
残

り
が
多
数
発
生
す
る
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
、
中
止
し

た
。　今

後
、
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　借
地
面
積
が
１
，４
６
９
㎡
、

市
有
地
９
，
３
０
１
㎡
。

【
議
案
第
20
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）
　
　
　
　

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　人
事
課
で
中
途
で
一

人
辞
め
て
い
る
職
員
の
理
由

は
。　

　
　退
職
者
１
名
の
理
由

は
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
る

も
の
。
退
職
時
点
は
、
人
事

課
付
け
。

　人
事
課
付
け
と
は
、
派
遣

と
か
休
職
と
か
ど
こ
の
組
織

に
も
属
さ
ず
、
人
事
課
に
属

さ
せ
る
職
員
の
こ
と
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　路
線
バ
ス
維
持
費
補

助
金
額
の
説
明
を
。

　
　
　市
内
路
線
バ
ス
全
て

が
対
象
。
定
額
補
助
金
で
は

な
く
、
一
年
間
（
10
月
か
ら

９
月
ま
で
）
の
実
績
を
も
と

に
経
常
経
費
か
ら
収
益
を
差

し
引
い
た
分
に
対
し
て
補
助

を
し
て
い
る
。

　
　
　ひ
ま
わ
り
観
光
協
会

の
民
泊
は
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。（
修
学
旅
行
生
徒
の

受
入
れ
）

　
　
　実
施
主
体
は
、
ひ
ま

わ
り
村
が
や
っ
て
い
る
。
来

年
度
、
再
来
年
度
ま
で
予
約

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
軒
当

り
、
４
・
５
人
の
受
け
入
れ

だ
っ
た
が
今
後
厳
し
い
状
況
。

答  

弁

質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑
質  

疑

か
所
ぐ
ら
い
は
、
市
役
所
で

も
登
録
の
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
、
今
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

〈
議
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　印
刷
製
本
費
の
１
５

０
万
円
減
額
に
つ
い
て
は
、

当
初
４
０
０
万
円
ぐ
ら
い

だ
っ
た
と
思
う
が
、
減
額
に

至
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
　
　昨
年
ま
で
入
札
に
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な

市
内
の
業
者
が
安
価
で
入
札

を
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
。

（
そ
の
他
の
付
託
案
件
）

【
議
案
第
６
号
】
南
島
原
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
資
金
利
子
補
給
等
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
28
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

総
務
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
４
件
を
原
案
可
決

髙木和惠
委員長

民泊入村式の様子

田中次　
委員長


